
稲 沢 市 

No.No.152152

１１ ／ １５
９月定例会、１０月臨時会　

新たなメンバーで初議会（１０月臨時会・１０月１３日）

「いなッピー」
「黄葉まつりバージョン」

■　議員名簿　新体制３０人でスタート …………………………………………２Ｐ

■　一般質問・質疑　９月定例会８人が一般質問 ……………………………４Ｐ

■　９月定例会　一般会計補正予算　３億４，４９１万６，０００円の増 ……………７Ｐ

　　　　　　　　議決結果 ………………………………………………………７Ｐ

■　１０月臨時会　議長・副議長の選出、常任委員会委員等の構成 ……………８Ｐ

■　１２月定例会開催予定 …………………………………………………………８Ｐ
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� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �稲沢市議会だより
　平成２３年１１月１５日　第１５２号 【Û】

３

①東野靖道（６４）
②下津片町３１番地１
③０５８７－２３－２２２６　④１

２

①大津　敏（６１）
②高御堂二丁目１９番８号
③０５８７－３２－４４５８　④１

１

①向嶋政雄（４８）
②稲島四丁目２９番地２
③０５８７－２１－３１９１　④１

４

①加藤孝秋（５５）
②井之口北畑町１１８番地
③０５８７－３２－８５９８　④１

７

①六鹿順二（６０）
②正明寺二丁目７番２６号
③０５８７－２１－２５６８　④２

６

①平田光成（５２）
②東緑町二丁目５１番地１０
③０５８７－３４－５０１５　④２

５

①杤本敏子（４９）
②下津片町１７８番地１
③０５８７－２３－６２７４　④３

８

①木村喜信（６１）
②奥田白山町２６番地１
③０５８７－２２－０２４８　④２

　
１１

①網倉信太郎（６８）
②祖父江町神明津２７１６番地
③０５８７－９７－４５９１　④２

　
１０

①渡辺　菱（６８）
②祖父江町甲新田六軒８０番地
③０５８７－９７－２３３８　④３（１）

９

①内藤悦雄（６２）
②小沢四丁目１番１号
③０５８７－２１－１７５４　④２

　
１２

①平野寛和（６４）
②平和町西光坊新町９０番地
③０５６７－４６－３３３５　④２（１）

　
１５

①魚住　明（５９）
②奥田神ノ木町２０番地１
③０５８７－２１－９２０６　④２

　
１４

①遠藤　明（４５）
②西町三丁目１番２２－８０６号
③０５８７－２４－８１６４　④２

　
１３

①木全信明（５６）
②稲島八丁目１６番地
③０５８７－３２－３７７２　④１

　
１６

①曽我部博隆　（５７）
②祖父江町本甲神明前７５番地２３
③０５８７－９７－６１０５　④３（４）

稲沢市議会議員選挙が執行されました 

新しい議員を紹介します 新しい議員を紹介します 新しい議員を紹介します 
（議席順に掲載）

①氏　　名（年齢）
②住　　所
③電話番号
④期　　数
　（合併前の期数）

（１１月１日現在）
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１９

①山田一己（６５）
②梅須賀町２１６７番地
③０５８７－３６－２４５８　④３

　
１８

①長屋宗正（６２）
②日下部西町二丁目４３番地５
③０５８７－２１－８３５２　④３

　
１７

①渡辺幸保（６０）
②小池三丁目３番２２号
③０５８７－２３－５７８３　④６

　
２０

①加藤錠司郎（５６）
②六角堂西町一丁目１番地８
③０５８７－３２－２３３７　④３

　
２３

①野々部尚昭（４１）
②平野町二丁目２３番地
③０５８７－３２－７２７２　④５

　
２２

①今井公平（７０）
②田代二丁目５番１号
③０５８７－３６－３５８１　④４

　
２１

①杉山茂和（６６）
②西島一丁目２０１番地１
③０５８７－３６－５９３７　④３

　
２４

①服部　猛（６３）
②平和町東城郷内１６６番地
③０５６７－４６－０４６１　④３（１）

　
２７

①野村英治（５８）
②祖父江町中牧４８６番地
③０５８７－９７－００１９　④３（２）

　
２６

①川合正剛（５１）
②祖父江町祖父江下川田３５番地１３
③０５８７－９７－０５４５　④３（２）

　
２５

①出口勝実　（６１）
②平和町上三宅芳山４６番地
③０５６７－４６－４３３３　④３（１）

　
２８

①星野俊次（３６）
②駅前三丁目２番２１号
③０５８７－３２－９９０５　④３

　
３０

①桜木琢磨（６８）
②片原一色町吹上４番地１
③０５８７－３６－１４５１　④５

　
２９

①栗田文雄（６８）
②祖父江町祖父江七曲１１番地２
③０５８７－９７－３６８０　④３（２）

当選回数・年齢別議員数

議員数年　　齢議員数当選回数

　人130歳～39歳　人5　回1

　人440歳～49歳　人7　回2

　人850歳～59歳　人7　回3

16人60歳～69歳　人4　回4

　人170歳～79歳　人5　回5

平均年齢 58.　歳4
最年少者36歳、最年長者70歳

　人1　回6

　人1　回7
※当選回数には、合併前（旧祖父江町、旧平和町）の回数
を合算しています。

市民の代表として、市民本位の市政に邁進します。 
これからı年間よろしくお願いします。 



　

厚
生
労
働
省
の
「
こ
れ
か
ら
の

地
域
福
祉
の
あ
り
方
に
関
す
る
研

究
会
報
告
書
」
で
は
、
地
域
福
祉

活
動
の
た
め
の
圏
域
と
し
て
五
つ

の
層
（
①
組
・
班
②
自
治
会
・
町

内
会
③
学
区
・
校
区
④
支
所
⑤
市

町
村
）
が
例
示
さ
れ
、
こ
れ
を
踏

ま
え
て
、
小
さ
な
圏
域
で
の
活
動

が
重
要
で
あ
る
と
以
前
に
答
弁
さ

れ
た
。

　

し
か
し
、
本
年
６
月
議
会
で
は
、

市
圏
域
で
の
地
域
活
動
を
考
え
て

い
る
よ
う
な
答
弁
で
あ
っ
た
。
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
見
解
に
な
っ
た
の

か
。

　
　

年
９
月
議
会
で
、
よ
り
小
さ

２０
な
圏
域
で
の
活
動
が
重
要
で
あ
る

と
答
弁
し
た
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
取
り

組
み
は
、
地
域
福
祉
の
根
幹
を
な

し
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行
政
区
も
住
民
の
生
活
課
題
を
見

出
し
、
解
決
す
る
身
近
な
組
織
と

し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
も
認
識
し

て
い
る
。

　

答
弁
後
も
地
域
福
祉
の
担
い
手

と
し
て
検
討
し
て
き
た
が
、
地
域

の
事
情
が
異
な
り
、
い
か
に
し
て

こ
の
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら
推
進

し
て
い
く
か
苦
慮
し
て
い
る
。

　

短
期
間
で
の
役
員
交
代
、
自
治

会
加
入
率
の
低
下
、
地
域
住
民
関

係
の
希
薄
化
な
ど
で
苦
労
さ
れ
て

い
る
行
政
区
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
行
政
区
に
お
い
て
地
域
福
祉
活

動
に
対
す
る
限
界
か
ら
、
こ
れ
を

踏
ま
え
て
６
月
議
会
で
答
弁
し
た
。

地
域
福
祉
を
進
め
て
い
く
上
で
、

行
政
区
を
圏
域
と
す
る
取
り
組
み

は
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
変

わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
事
情
を
汲
み
取
り
な
が
ら
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

教
育
委
員
会
の
自
己
点
検
・
評

価
報
告
書
（
平
成　

年
３
月
）
に

２３

よ
れ
ば
、「
平
成　

年
度
よ
り
外
国

２３

語
活
動
が
小
学
校
高
学
年
に
お
い

て
必
須
に
な
る
た
め
、Ａ
Ｌ
Ｔ（
語

学
指
導
助
手
）
の
配
置
計
画
等
を

含
め
指
導
内
容
や
指
導
方
法
の
研

究
・
教
師
の
力
量
向
上
が
急
務
で

あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

　

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

本
年
度
か
ら
小
学
校
外
国
語
活

動
が
本
格
実
施
と
な
り
、
小
学
校

を
中
心
に
９
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置

し
て
い
る
。

　

小
学
校
外
国
語
活
動
は
、
中
学

校
で
の
英
語
指
導
と
は
違
い
、
音

声
を
中
心
に
外
国
語
に
慣
れ
親
し

む
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

小
学
校
外
国
語
活
動
推
進
事
業
の

推
進
校
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る

指
導
計
画
例
を
参
考
に
、
各
校
が

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

教
職
員
の
力
量
向
上
に
つ
い
て

は
、
同
事
業
に
お
い
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

も
参
加
し
て
研
修
を
年
４
回
設
け
、

研
究
成
果
を
各
小
学
校
へ
還
流
す

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
各
学
校
で
の
教
職

員
の
研
修
会
や
夏
季
休
業
中
の
親

子
外
国
語
活
動
の
参
加
や
海
外
派

遣
事
業
で
カ
ナ
ダ
へ
行
く
生
徒
へ

の
語
学
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

　

①
現
場
主
義
と
い
う
言
葉
が
よ

く
使
わ
れ
る
が
、
課
税
・
農
務
・

商
工
観
光
課
職
員
は
、
こ
の
現
場

主
義
の
立
場
か
ら
ど
う
行
動
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

②
農
務
・
商
工
観
光
課
職
員
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
職
務
は
何
か
。

　

③
職
員
に
欠
け
て
い
る
の
は

「
稼
ぐ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
い
う
中
で
農
務
・
商
工
観
光

課
は
そ
う
い
う
行
動
が
で
き
て
い

な
い
。
二
課
を
民
間
委
託
し
た
ら

ど
う
か
。

　

①
三
課
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
に
つ
い
て
は
現
地
・
現

場
主
義
で
そ
の
実
態
を
よ
く
把
握

し
て
、
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
現
場
を
き
ち
ん
と

見
る
こ
と
に
つ
い
て
部
課
長
会
を

通
じ
て
話
を
し
て
い
る
。

　

②
農
業
・
商
工
振
興
で
あ
る
。

具
体
的
施
策
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
で

計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

③
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �稲沢市議会だより
　平成２３年１１月１５日　第１５２号 【ı】

平成23年　市議会　̇月定例会

一 般 質 問・質 疑
　平成２３年第４回９月定例会では、玉田欽也、曽我部博隆、網倉信太郎、茶原孝子、渡辺幸保、

栗田文雄、安井利彦、箕浦　夫　の８議員が質問をしました。主な質問及びその答弁の要旨は

次のとおりです。

問
　
　

地
域
福
祉
活
動
は
、

　
　

小
さ
な
圏
域
で

　
　

行
政
区
単
位
が
望
ま
し

い
が
、
地
域
事
情
を
考
慮

答

問
　
　

小
学
校
外
国
語
活
動

へ
の
取
り
組
み
状
況
は

答
　
　

９
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置Ａ Ｌ Ｔによる授業風景（清水小学校）

問
　
　

職
員
は
現
場
主
義
に
基
づ

き
、
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
か

　
　

現
場
の
実
態
を
把
握
す

る
よ
う
職
員
へ
周
知
し
て
い
る

答
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各
小
学
校
区
に
児
童
ク
ラ
ブ
が

欲
し
い
と
い
う
の
は
、
子
育
て
世

代
の
強
い
要
求
で
あ
る
。

　

今
後
の
児
童
ク
ラ
ブ
開
所
、
利

用
料
の
無
料
化
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　

現
在
、
児
童
ク
ラ
ブ
は
小
学
校

　

校
中
、　

学
区　

ク
ラ
ブ
あ
り
、

２３

１８

２３

未
設
置
学
区
は
稲
沢
北
・
稲
沢
東
・

清
水
・
国
分
・
坂
田
小
学
校
の
５

小
学
校
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
稲
沢
北
小
学
校
区

に
平
成　

年
４
月
開
所
予
定
で
建

２４

設
を
進
め
て
い
る
。

　

次
世
代
育
成
行
動
計
画
の
後
期

計
画
で
は
、
目
標
年
度
の　

年
度

２６

に　

か
所
と
し
て
い
る
。
補
助
金

２６
の
交
付
基
準
で
は
、
年
間
平
均
登

録
児
童
数
が　

名
以
上
必
要
な
こ

１０

と
か
ら
、
今
後
の
利
用
状
況
の
動

向
を
見
守
り
な
が
ら
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
た
整
備
の
あ
り
方
を

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　

現
在
、
児
童
ク
ラ
ブ
は
小
学
校

１
年
生
か
ら
３
年
生
を
対
象
に
し

て
い
る
が
、
対
象
児
童
拡
大
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
研
究
・
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

利
用
料
は
、
１
人
に
つ
き
１
か

月
４
０
０
０
円
を
負
担
い
た
だ
い

て
い
る
。
特
定
の
方
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
で
あ
り
、
受
益
者
負
担

の
観
点
か
ら
、
一
定
額
は
負
担
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

る
祖
父
江
ワ
イ
ル
ド
ネ
イ
チ
ャ
ー

の
一
体
的
整
備
に
よ
り
、
観
光
都

市
と
し
て
の
稲
沢
を
発
展
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

想
い
で
市
政
を
運
営
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
は
、
新
市
建
設
計

２６

画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
市
長
の

任
期
満
了
年
と
い
う
節
目
の
時
期

で
も
あ
る
。

　

本
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す

る
市
長
の
想
い
は
。

　
　

年
度
は
本
市
が
大
き
く
変
わ

２６
る
、
将
来
に
向
け
て
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
位
置
づ
け

て
い
る
。

　

大
き
く
市
が
変
わ
る
の
は
新
市

民
病
院
の
開
設
、
平
和
工
業
団
地

の
操
業
、
県
が
平
和
高
校
の
跡
地

に
建
設
す
る
養
護
学
校
の
開
校
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
ミ
ニ
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
、
祖
父
江

稲
沢
線
の
延
伸
等
で
、
市
内
の
ハ

ー
ド
事
業
が
一
気
に
整
備
さ
れ
、

「
安
心
・
安
全
で
元
気
の
あ
る
稲

沢
」
の
実
現
に
向
け
て
、
大
き
く

前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
は
、
矢
合
地
区
に
あ
る
尾
張
国

分
寺
跡
の
国
の
史
跡
指
定
、
国
、

県
、
市
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い

　

国
保
加
入
者
の
所
得
が
減
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
税

は
年
々
引
き
上
げ
ら
れ
、
生
活
を

厳
し
く
圧
迫
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
①
国
保
世
帯

主
の
職
業
別
構
成
割
合
②
国
保
加

入
者
１
人
当
た
り
の
所
得
③
国
庫

支
出
金
の
推
移
④
一
般
会
計
か
ら

国
保
会
計
へ
の
繰
入
額
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

①
平
成　

年
、
厚
生
労
働
省
が

２１

実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
農
林
水

産
業
者
２
・
７
％
、
自
営
業
者　
１３

・
１
％
、
被
用
者　

・
４
％
、
無

３２

職　

・
７
％
、
そ
の
他
・
不
明
が

３６

　

・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

１５
　

②
一
般
被
保
険
者
で
平
成　

年
１７

度　

万
４
１
９
０
円
、　

年
度
は

８２

２２

　

万
６
０
２
１
円
で
、
５
・
８
％

７７減
少
し
て
い
る
。

　

③
昭
和　

年
当
時
の
定
率
国
庫

５９

負
担
率
は
、
医
療
費
の　

％
だ
っ

４０

た
が
、
現
在
は
給
付
費
の　

％
と

３４

な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
保
険
基

盤
安
定
制
度
や
都
道
府
県
財
政
調

整
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
結
果
、

公
費
で
保
険
給
付
費
等
の　

％
を

５０

賄
う
財
政
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

④　

年
度
の
繰
入
額
は
約
９
億

２２

９
３
１
２
万
円
、
こ
の
う
ち
法
定

外
の
繰
入
額
は
約
３
億
５
９
７
５

万
円
で
あ
る
。
こ
れ
を
被
保
険
者

１
人
当
た
り
の
額
に
す
る
と
９
５

７
６
円
と
な
る
。
県
下
平
均
は
１

万
２
９
０
２
円
で
あ
る
。

　
　

被
保
険
者
１
人
当
た
り

　
　
　
　
　

９
５
７
６
円

答

問
　
　

一
般
会
計
か
ら

 

国
保
会
計
へ
の
繰
入
額
は

　
　

平
成　

年
４
月
に

２４

 
稲
沢
北
小
学
校
で
開
所
予
定

答 問
　
　

児
童
ク
ラ
ブ
未
設
置

 

学
区
へ
の
建
設
予
定
は

　
　

観
光
都
市
と
し
て

　
　

発
展
を
目
指
す

答 問
　
　

新
市
建
設
計
画
か
ら

見
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

ワイルドネイチャープラザ（ピクニック広場） 木曽川祖父江緑地公園
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第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
本
市

が
目
指
し
て
い
く
べ
き
姿
を
施
策

分
野
別
に
達
成
目
標
を
掲
げ
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

総
合
計
画
の
進
捗
状
況
の
管
理

は
、
行
政
評
価
に
お
け
る
施
策
評

価
で
行
っ
て
い
る
。

　

達
成
目
標
の
成
果
や
達
成
状
況

を
測
定
す
る
た
め
の
評
価
指
標
と

し
て
、
市
民
の
満
足
度
を
表
す

「
意
識
系
指
標
」
と
、
数
値
に
お

い
て
定
量
的
な
成
果
を
表
す
「
数

値
系
指
標
」
を
掲
げ
て
お
り
、
計

画
の
中
間
年
度
の
平
成　

年
度
と

２４

最
終
年
度
で
あ
る　

年
度
に
そ
れ

２９

ぞ
れ
目
標
値
を
設
定
し
い
る
。

　
　

年
度
目
標
値
か
ら
見
た　

年

２４

２２

度
の
達
成
度
は
、
意
識
系
指
標
で

は　

年
度
の
市
政
世
論
調
査
か
ら

２２
市
民
満
足
度
を
測
定
し
た
結
果
、

　

指
標
中
、
目
標
達
成
が
４
、
目

２７標
達
成
見
込
み
が　

、
目
標
の
達

１７

成
困
難
が
６
と
な
っ
て
い
る
。

　

数
値
系
指
標
で
は　

指
標
中
、

５０

目
標
達
成
が　

、
目
標
達
成
見
込

１０

み
が　

、
目
標
達
成
困
難
が　

、

２７

１０

測
定
不
能
３
と
な
っ
て
い
る
。

　

意
識
系
と
数
値
系
双
方
を
踏
ま

え
た　

施
策
で
は
、
順
調
・
概
ね

２７

順
調
が　

、
目
標
達
成
が
困
難
な

２６

状
況
に
あ
り
順
調
で
な
い
施
策
が

福
祉
・
健
康
分
野
に
お
け
る
医
療

の
１
施
策
あ
る
。

　

今
後
は
課
題
及
び
施
策
を
構
成

す
る
事
務
事
業
の
優
先
度
や
方
向

性
に
つ
い
て
整
理
し
、
施
策
目
標

の
実
効
性
を
高
め
、
最
終
年
度
で

あ
る　

年
度
に
向
け
て
総
合
計
画

２９

の
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
る
。

施
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
国

庫
負
担
率
は
２
分
の
１
か
ら
３
分

の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
自
治
体

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
が
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
、
機
会
均
等
に
一
定
水
準
の
教

育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法
上

の
要
請
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅

持
す
る
こ
と
、
ま
た
、
国
庫
負
担

率
を
２
分
の
１
へ
復
元
す
る
こ
と

は
、
国
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
き
な
責
任
の
一
つ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
貴
職
に
お
い
て
は
、
平

成　

年
度
の
政
府
予
算
編
成
に
あ

２４
た
り
、
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実

施
と
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
と
と
も
に
、
国
庫
負
担

率
２
分
の
１
へ
の
復
元
に
む
け
て
、

十
分
な
教
育
予
算
を
確
保
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

定
例
会
最
終
日
に
次
の
意
見
書

を
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に

提
出
し
ま
し
た
。

○
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢

や
希
望
を
も
ち
、
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
は
、
す
べ
て
の
国

民
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。
し
か

し
、
学
校
現
場
で
は
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
む
け
て
真
摯
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
い
じ
め

や
不
登
校
、
非
行
問
題
行
動
を
含

め
た
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く

教
育
課
題
は
依
然
と
し
て
克
服
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
日
本

語
教
育
の
必
要
な
子
ど
も
も
多
く
、

適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
の
十
分

な
時
間
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
の

課
題
に
も
直
面
し
て
い
る
。

　

本
年
度
よ
り
小
学
校
第
１
学
年

に
お
け
る　

人
以
下
学
級
編
制
の

３５

法
制
度
化
が
さ
れ
た
が
、
子
ど
も

た
ち
に
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
き

め
細
か
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

今
後
、
小
学
校
第
２
学
年
以
上
に

お
け
る　

人
以
下
学
級
の
実
現
を

３５

含
め
た
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実

　

看
護
師
の
二
交
替
制
を
一
昨
年

に
導
入
し
た
が
、
看
護
師
の
健
康

管
理
に
つ
い
て
実
態
調
査
は
し
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
市
民
病
院
内
で
の
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
削
減
に
向
け
た
待
遇

改
善
へ
の
取
り
組
み
は
。

　

市
民
病
院
で
は
、
勤
務
形
態
を

幅
広
く
し
、
働
き
や
す
い
環
境
整

備
を
す
る
こ
と
で
看
護
師
確
保
を

図
る
た
め
、
平
成　

年　

月
か
ら

２１

１０

比
較
的
症
状
が
安
定
し
て
い
る
患

者
が
入
院
さ
れ
て
い
る
病
棟
で
二

交
替
勤
務
を
導
入
し
て
い
る
。

　

導
入
す
る
に
当
た
り
、
看
護
部

に
お
い
て
、
看
護
師
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
た
が
、
７
割
以

上
の
看
護
師
か
ら
肯
定
的
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

導
入
後
約
２
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
現
在
改
め
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
病
棟
の
看
護
師
か
ら
は

「
長
時
間
勤
務
に
よ
る
医
療
安
全

や
看
護
師
の
健
康
へ
の
リ
ス
ク
」

に
つ
い
て
の
意
見
等
は
な
く
、
ほ

と
ん
ど
が
二
交
替
勤
務
の
継
続
を

希
望
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
三
交
替
勤
務
と
な
っ

て
い
る
病
棟
の
中
で
も
、
９
割
の

看
護
師
が
二
交
替
勤
務
を
望
ん
で

い
る
病
棟
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
二

交
替
制
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
十

分
に
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。　

　

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
削
減
の
た
め

の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
日
本

看
護
師
協
会
等
で
検
討
さ
れ
る
た

め
、
市
民
病
院
独
自
で
の
取
り
組

み
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

 

広
く
意
見
を
聴
取
し
て
い
る

答 問
　
　

二
交
替
勤
務
導
入
に
よ
る

 

健
康
管
理
等
の
実
態
調
査
は

　
　

意
識
・
数
値
系
指
標
と
も

 
目
標
達
成
・
達
成
見
込
み　

％
超

７０

答 問
　
　

第
５
次
総
合
計
画
の

　
　

進
捗
状
況
は

意　

見　

書
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９
月
定
例
会
は
、
８
月　

日
か

２５

ら
９
月
８
日
ま
で
の　

日
間
の
会

１５

期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
社
会
の
不
安
要

素
で
あ
る
暴
力
団
を
本
市
か
ら
排

除
す
る
た
め
の
稲
沢
市
暴
力
団
排

除
条
例
の
制
定
、
市
内
の
指
定
区

域
内
で
事
業
所
の
新
設
を
行
う
企

業
に
対
し
、
奨
励
措
置
を
講
ず
る

こ
と
に
よ
り
企
業
立
地
及
び
雇
用

の
促
進
を
図
る
た
め
の
企
業
立
地

促
進
条
例
の
制
定
等
９
件
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
各
会
計
決

２２

算
の
認
定　

件
に
つ
い
て
は
、
い

１３

ず
れ
も
原
案
を
認
定
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願

○
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充

を
求
め
る
請
願

不
採
択
と
し
た
請
願

○
治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
国
家

賠
償
を
も
と
め
る
請
願 

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
額

は
３
億
４
４
９
１
万
６
０
０
０
円

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
増
額
し
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
総
務
費－

地
域
づ
く
り
事
業
基

金
積
立
金
２
６
９
万
７
０
０
０
円

○
民
生
費－

療
養
給
付
費
操
出
金

２
９
９
４
万
１
０
０
０
円

○
農
林
業
費－
道
水
路
改
修
工
事

費
３
５
０
０
万
円
、
農
村
環
境
保

全
向
上
協
議
会
負
担
金
３
９
４
万

９
０
０
０
円

○
土
木
費－

調
査
測
量
業
務
委
託

料
１
８
６
０
万
円
、
道
路
舗
装
改

良
工
事
費
１
億
２
０
０
０
万
円
、

橋
り
ょ
う
改
築
工
事
費
２
０
０
０

万
円
、
水
路
整
備
工
事
費
３
０
０

０
万
円
、
緑
の
街
並
み
推
進
事
業

補
助
金
５
０
０
万
円

○
消
防
費－

災
害
対
策
用
備
品
購

入
費
１
１
４
５
万
円

○
教
育
費－

小
学
校
一
般
管
理
用

・
給
食
用
・
体
育
館
用
備
品
購
入

費
１
０
５
０
万
円
、
中
学
校
給
食

用
備
品
購
入
費
５
５
０
万
円
、
施

設
整
備
工
事
費
２
８
３
０
万
円
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˙ 月 定 例 会 議 決 結 果
議決結果件　　　　　　　　　　　　　名議案番号

可決全員賛成稲沢市暴力団排除条例の制定について議案第43号

可決賛成多数稲沢市企業立地促進条例の制定について議案第44号

可決賛成多数稲沢市税条例等の一部を改正する条例について議案第45号

可決全員賛成稲沢市都市計画税条例の一部を改正する条例について議案第46号

可決全員賛成稲沢市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例につ
いて議案第47号

可決全員賛成稲沢市道路線の認定について議案第48号

可決全員賛成平成23年度稲沢市一般会計補正予算（第　号）2議案第49号

可決全員賛成平成23年度稲沢市介護保険特別会計補正予算（第　号）1議案第50号

可決全員賛成平成23年度稲沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第　号）1議案第51号

認定賛成多数平成22年度稲沢市一般会計歳入歳出決算認定について認定第　号1

認定賛成多数平成22年度稲沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号2

認定賛成多数平成22年度稲沢市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号3

認定賛成多数平成22年度稲沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号4

認定賛成多数平成22年度稲沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号5

認定全員賛成平成22年度稲沢市祖父江霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号6

認定賛成多数平成22年度稲沢市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号7

認定賛成多数平成22年度稲沢市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につて認定第　号8

認定全員賛成平成22年度稲沢市コミュニティ・プラント事業特別会計歳入歳出決算認定について認定第　号9

認定賛成多数平成22年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定につい
て認定第10号

認定賛成多数平成22年度尾張都市計画事業下津陸田土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて認定第11号

認定賛成多数平成22年度稲沢市民病院事業会計決算認定について認定第12号

認定賛成多数平成22年度稲沢市水道事業会計決算認定について認定第13号

（報告）専決処分の報告について報告第13号

˙
月
定
例
会
開
催

一
般
会
計
補
正
予
算
の

 

主
な
内
容

請　
　
　

願



編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

発
行
／
稲
沢
市
議
会
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月
臨
時
会
に
お
い
て

１０
　

議　

長
に　

渡
辺　

菱　

氏

　

副
議
長
に　

長
屋
宗
正　

氏

 

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
方
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

○
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　
　

杤
本
敏
子　

氏

　

本
会
議
は
、
市
役
所
３
階
の
議

場
で
午
前
９
時　

分
か
ら
始
ま
り

３０

ま
す
。

　

次
回
開
催
の　

月
定
例
会
会
期

１２

日
程
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

月
１２
　

５
日（
月
）　

開
会

　

８
日（
木
）　

質
疑
・
一
般
質
問

　

９
日（
金
）　

質
疑
・
一
般
質
問

　
　

日（
月
）　

質
疑
・
一
般
質
問

１２

　
　

日（
火
）　

予
備
日

１３

　
　

日（
水
）　

総
務
委
員
会

１４

　
　

日（
木
）　

厚
生
委
員
会

１５

　
　

日（
金
）　

建
設
委
員
会

１６

　
　

日（
月
）　

文
教
経
済
委
員
会

１９

　
　

日（
火
）　

予
備
日

２０

　
　

日（
木
）　

閉
会

２２
※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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いなッピー 

議会事務局
　電　話（代表）
０５８７－３２－１１１１

　ＦＡＸ（直通）
０５８７－３２－１１２４

議
長
に　
渡
辺　
菱　
氏

 

副
議
長
に　
長
屋
宗
正　
氏

新
議
長
・
副
議
長
決
ま
る

渡辺　　菱　議長

議会改革推進
特別委員会

市民病院建設
特別委員会

常　任　委　員　会

文教経済委員会建設委員会厚生委員会総務委員会

◎加藤錠司郎
○網倉信太郎
　東野　靖道
　杤本　敏子
　魚住　　明
　曽我部博隆
　杉山　茂和
　服部　　猛
　栗田　文雄

◎今井　公平
○野々部尚昭
　加藤　孝秋
　六鹿　順二
　平野　寛和
　渡辺　幸保
　川合　正剛
　星野　俊次
　桜木　琢磨

◎渡辺　幸保
○内藤　悦雄
　向嶋　政雄
　網倉信太郎
　木全　信明
　長屋　宗正
　栗田　文雄
　
　

◎魚住　　明
○平田　光成
　大津　　敏
　平野　寛和
　杉山　茂和
　野々部尚昭
　服部　　猛
　
　

◎出口　勝実
○遠藤　　明
　東野　靖道
　加藤　孝秋
　六鹿　順二
　曽我部博隆
　山田　一己
　川合　正剛
　

◎桜木　琢磨
○木村　喜信
　杤本　敏子
　渡辺　　菱
　加藤錠司郎
　今井　公平
　野村　英治
　星野　俊次
　

◎委員長　○副委員長

長屋　宗正　副議長

常任委員会委員等の構成は次のとおりです。

議会運営委員会
（議員政治倫理審査会兼務）

◎野村　英治
○山田　一己
　杤本　敏子
　内藤　悦雄
　網倉信太郎
　魚住　　明
　曽我部博隆
　加藤錠司郎
　栗田　文雄

杤本　敏子　　監査委員

網倉信太郎　　今井　公平　　野々部尚昭
服部　　猛　　桜木　琢磨　　

尾張農業共済事務組合議会議員

長屋　宗正後期高齢者医療広域連合議会議員

杤本　敏子監　事

土地開発公社役員 大津　　敏　　遠藤　　明　　長屋　宗正
野村　英治　　桜木　琢磨　　

理　事

木村　喜信　　平野　寛和　　曽我部博隆
野々部尚昭　　出口　勝実

国民健康保険運営協議会
公益代表委員


